る。 

私 は、 思いち がいしていた。 この レエ スは百 米 競争 

では、 なかった の だ。 千 米、 五 千 来、 いやいや、 もつ 

となが ぃ大 マラソンであった。 

勝ちたい。 醜く あせって 全 精力つ かいはた して、 こ 

ん なに 疲れて しまって いるが、 けれども、 私 は 選手 だ。 

勝たなければ 生きて 行けない 単純な 選手 だ。 誰か、 こ 

こ-つま い 

の 見込みの 少ぃ 選手の ために、 声援 を 与える 高邁の 士 

はいない か。 

おととし あたり、 私 は 私の 生涯に プン クトを 打った。 

死ぬ と 思って いた。 信じて いた。 そうなければ かなわ 
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